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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】人工股関節手術において、前方からの筋間アプローチによる人工股関節置換術（Direct 
Anterior Approach–Total Hip Arthroplasty:以下 DAA-THA）は侵襲が少ないとされている。しかし、
大腿骨の展開が容易でなく視野が制限されることが欠点となる。本研究の目的はこの視野の制限を解
消するためには、股関節の関節包のどの部分を切除することが有用であるかを検討することである。 
【対象】Cadaver study では股関節疾患のない女性の 3 体の Cadaver（6 股関節）を使用した。また
臨床例における検討では、39 例の THA 症例を対象とした。 
【方法】Cadaver study、臨床例における検討ともに、DAA-THA 経験のある２人の術者が仰臥位で展
開を行った。DAA-THA を行う場合、前方、後上方、後方の関節包をそれぞれ切除する必要があるが、
cadaver study では、前方切除の後、先に後上方の関節包を切除する方法を一側に、先に後方の関
節包を切除する方法を他側に行った。それぞれの関節包切除の段階において股関節を 0°、15°、25°
伸展し、下肢最大外旋位で 70N の牽引力で大腿骨を挙上し、大腿骨が挙上できた距離を測定した。臨
床例における検討では、39 股の DAA-THA のうち、前方関節包切除後に、先に後上方関節包の切除を
行う方法を 13 股に、先に後方関節包を切除する方法を 26 股に施行した。Cadaver study と同様に大
腿骨の挙上距離を測定した。 
【結果】Cadaver study において、大腿骨挙上距離は、後方の関節包を切除しただけでは効果は少な
く、後上方の関節包切除を追加することにより著明に増加した。後上方の関節包切除を先に施行した
股関節では、この手技により大腿骨が著明に挙上した。伸展角度が大きくなるのに伴って、それぞれ
の挙上距離が減少する傾向が認められたが、視野の確保には支障が生じなかった。臨床例における検
討でも、同様に大腿骨挙上距離は、後上方の関節包切除に伴って、著明に増加した。 
【結論】DAA-THA において大腿骨挙上に最も効果的なのは、後上方の関節包を切除することであった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
人工股関節手術において、前方からの筋間アプローチによる人工股関節置換術（Direct Anterior 
Approach–Total Hip Arthroplasty:以下 DAA-THA）は侵襲が少ないとされている。しかし、大腿骨の
展開が容易でなく視野が制限されることが欠点となる。本研究の目的はこの視野制限を解消するため
には、股関節関節包のどの部分を切除することが有効であるかを検討することである。 
Cadaver study では股関節疾患歴のない女性の 3 体の Cadaver（6 股関節）を使用した。また臨床
例における検討では、39 例の THA 症例を対象とした。 
Cadaver study、臨床例における検討ともに、DAA-THA 経験のある２人の術者が仰臥位で展開を行
った。DAA-THA を行う場合、前方、後上方、後方の関節包をそれぞれ切除する必要があるが、cadaver 
study では、前方切除の後、先に後上方の関節包を切除する方法を一側に、先に後方の関節包を切除
する方法を他側に行った。それぞれの関節包切除の段階において股関節を 0°、15°、25°伸展し、
下肢最大外旋位で 70N の牽引力で大腿骨を挙上し、大腿骨が挙上できた距離を測定した。臨床例にお
ける検討では、39 股の DAA-THA のうち、前方関節包切除後に、先に後上方関節包の切除を行う方法
を 13 股に、先に後方関節包を切除する方法を 26 股に施行した。Cadaver study と同様に大腿骨の挙
上距離を測定した。 
Cadaver study において、大腿骨挙上距離は、後方の関節包を切除しただけでは効果は少なく、後
上方の関節包切除を追加することにより著明に増加した。後上方の関節包切除を先に施行した股関節
では、この手技により大腿骨が著明に挙上した。伸展角度が大きくなるのに伴って、それぞれの挙上
距離が減少する傾向が認められたが、視野の確保には支障が生じなかった。臨床例における検討でも、
同様に大腿骨挙上距離は、後上方の関節包切除に伴って、著明に増加した。 
以上の研究結果は、人工股関節置換術において侵襲の少ない前方からの筋間アプローチを施行する場
合、視野確保のために後上方の関節包を切除することが有用である事を明らかにしたもので、重要な
臨床研究である。よって本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
 
 
 
